
マネジメントシステム規格の開発目的とその意義 
－プロジェクトマネジメント協会(PMI)における規格開発－ 

 
芝浦工業大学  正会員 ○池田 將明 

 
１．目的 

ISO9000 シリーズで一躍有名となったマネジメン

トシステム規格(以後、ＭＳ規格と呼ぶ)であるが、そ

の本質については充分な議論がされないまま、開発

と普及が進んでいるように見受けられる。そこで、

本稿では、ＭＳ規格の目的や意義を再考するために、

国際標準化機構(以後、ＩＳＯと呼ぶ)とは異なる規格

開発を進めるプロジェクトマネジメント協会（本部

は米国、以後、ＰＭＩと呼ぶ）におけるＭＳ規格開

発の状況を調査し、ＩＳＯ規格と対比してみること

とした。 

２．ＭＳ規格の基本的な位置づけ 

標準化に関する用語を取り決めた ISO Guide 2 にも

記されているように、標準化の対象は、①製品(有形、

無形)、②プロセス、③サービスに分類できる。ＭＳ

規格は人的側面を規定するものであるから、当然の

ことながら①は含まれず、②と③、すなわち、組織

のマネジメント活動が果たす機能や品質、および、

そのプロセスを規定するものと理解することができ

る。（図１） 

そして、このようなＭＳ規格が必要となってきた

理由については、ISO9001 の開発以来、人的交流が加

速されたる世界において、いわゆる“文化の衝突”

を回避する必要から生まれたと説明されてきている。

実際、このような社会的要求の高まりを背景に、多

くの団体において様々なＭＳ規格が開発されてきて

いが、これらは必ずしもＩＳＯと同様の考え方に基

づいているとは限らない。そこで、ユニークな規格

開発を進める団体の一つとしてＰＭＩを取り上げ、

これとＩＳＯ規格を対比させることによってＭＳ規

格の本質の一端を探ろうと考えた。 

３．ＰＭＩにおける規格開発の経緯 

ＰＭＩは会員数 20 数万人、175 ヶ国に 200 以上の

支部を要する世界最大のプロジェクトマネジメント

協会であり、主要な活動の一つとして関連する標準

化活動に力を入れている。 

ＰＭＩの規格というと、プロジェクトマネジメン

トを対象とした PMBOK が特に有名であるが、これ

は 1987 年に初版が公表され、1996 年の第２版からは

４年ごとに改訂を重ね、米国標準規格である ANSI

標準にも採用されるようになった。 
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図１ 規格化の対象とＭＳ規格の位置づけ 
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図２ プログラム・ポートフォリオを含む組織構造 
ＰＭＩでは、この他にもＷＢＳやＥＶＭなど計画

手法の適用法に関する規格や、組織や人のマネジメ

ント能力を評価する規格を開発してきている。そし

て、昨年にはプロジェクトを実施する上位組織のマ

キーワード マネジメントシステム規格、標準化、ISO、PMI、PMBOK 
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ネジメント活動（これをＰＭＩではプログラムやポ

ートフォリオと呼んでいる。図２参照）のプロセス

を規定した規格も発表するに至っている。 

４．ＰＭＩ規格の構成 

これらのＰＭＩ規格の目的や内容を調べてみると、

図３のように①プロセス標準、②パフォーマンス標

準、③メソッド標準に分類できる。すなわち、②は

①を参照することにより活動の効果を評価している。 

 (1) マネジメントプロセス定義のための規格 

♦ プロジェクトのマネジメントプロセス定義 PMBOK 

(Project Management Body of Knowledge) 

♦ プ ロ グ ラ ム の マ ネ ジ メ ン ト プ ロ セ ス 定 義 The 

Standard for Program Management 

♦ ポートフォリオのマネジメントプロセス定義 The 

Standard for Portfolio Management 

 (2)パフォーマンス評価のための規格 

♦ 組織のマネジメント評価 OPM3 (Organizational 

Project Management Maturity Model) 

♦ 個 人 の コ ン ピ テ ン シ ー 評 価 PMCDF (Project 

Manager Competency Development Framework) 

 (3)メソッド標準 

♦ ＷＢＳ作成法の定義 Practice Standard for Work 

Breakdown Structures 

♦ ＥＶＭの定義 Practice Standard of Earned Value 

Management 

５．ＩＳＯ規格とＰＭＩ規格の特徴的な相違 

このようなＰＭＩとＩＳＯの特徴的な規格の相違

を表１にまとめてみた。結論だけを記すと、ＩＳＯ

が特定のマネジメント領域のシステムが構築できて

いるのかを公的に評価しようするのに対して、ＰＭ

Ｉは各組織階層のプロセスモデルを制定し、さらに

パフォーマンス基準まで制定して実態を評価しよう

としている(図４)。このような相違は、ＰＭＩが資

格認定を通して個人のマネジメント能力向上を進め

てきた延長上に現在の規格体系を形作ってきたこと

が大きく影響していると考えられる。 
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図３ ＰＭＩにおける規格の構成 
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図４ プロセス標準とパフォーマンス標準の関係 1) 

表１ ＩＳＯとＰＭＩ規格の特徴的な相違 
 ＩＳＯ ＰＭＩ 

対象 

分野 

品質、環境、セキュリテ

ィ、ＣＳＲなどの個別分

野 

組織階層別マネジメン

トプロセス全般、およ

び組織や個人のマネ

ジメント能力 

マネジ 

メント 

プロセス

規定 

プロセスの原則を規定 

詳細は規格利用者が

設定する 

I/O プロセス図を用い

て詳細に規定 

※資格認定試験に使

用 

パフォー

マンス 

評価規定

評価の原則を規定 

詳細は規格利用者が

設定する 

評価基準(結果と KPI)

が詳細に規定されて

いる 

評価の 

方法 

認証機関による公的な

第三者評価 

自己診断およびその

ためのツール提供 
※コンサルティングのた

めのアセッサー育成、

認定を開始 

注）KPI：Key Performance Indicator 
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